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参加した生徒の主な感想（原文のまま掲載）

○短い時間でしたが、教員についてたくさんのお話を聞くことができ、より教員になりたいという気持ちが
強くなり、とてもいい経験になりました。私も勉強などたくさんのことを一生懸命頑張りたいと思います。
本当にありがとうございました。

○三人の先生方の説明を聞いて不安に思っていたことが解消されたり、グループの人の質問を聞いて共
感したりすることが出来た。このような経験は珍しいので参加できて良かったです。

○教職の種類ごとのとるべき資格や、周りの皆の理想の教師像などを知れて自分の意識も高まりました
し、何より教師になりたいという気持ちが強くなったので、今できることを頑張ろうと思います。

○教員になるために大切なことや自分が聞きたいことを聞くことが出来たのでよかったです。まだ教員に
なりたいと決まっている訳ではありませんが、これからのためになると思います。教職セミナーに参加し
てよかったです。

○教員の方々のお話を聞いて、教師はいつも笑顔でいる、大変なこともあるけど楽しいこともあるという話
を自分の学校の先生に当てはめてみました。確かに、そのとおりだと思いました。今回参加して、自分の
将来の夢「教員」への思いが更に強まりました。今回参加して良かったです。話を聞かせてくださった教
員の皆様、そして、このセミナーを企画してくださった皆様、本当にありがとうございました。

令和３年度「中学生のための教職セミナー」を開催

11月20日（土）に令和３年度「中学生のための教職セミナー」を
オンラインで開催しました。教員という職業に興味や関心がある県北
地区管内の中学生18名が参加しました。（27日のセミナーには、県
北地区管内から７名が参加）
小学校教諭・中学校教諭・高等学校教諭・特別支援学校教諭・養

護教諭・栄養教諭の先生方が協力者として参加しました。３～４名の
生徒のグループに先生方が入り、グループトークを行いました。
３回のグループトークでは、各教員と参加生徒が、小グループに分

かれて「教師を目指そうと思った理由」や「将来に向けて、今頑張って
いること」などを話しました。また、質疑応答の場面では、生徒からの
質問に対して先生方が熱心に語る様子が見られました。
教員を目指す方が少なくなっている中、生徒の皆さんがこうして教職に興味や関心をもってくれていること

を嬉しく思うとともに、参加してくれた皆さんの夢を応援していきたいと思います。各中学校でのご対応あり
がとうございました。また来年度も、ぜひ中学生に本セミナーへの積極的な参加を呼びかけてくださいますよ
うお願いいたします。
本セミナーを開催するにあたり、協力者として参加してくださった先生方、各学校の校長先生、保護者の

皆様のご協力に感謝申し上げます。

■ご協力いただいた先生方
日立市立諏訪小学校 教諭 加藤恵理子 先生
高萩市立松岡中学校 教諭 千葉 恭章 先生
県立大子清流高等学校 教諭 須藤麻吏亜 先生
県立北茨城特別支援学校 教諭 杉山 晴菜 先生
常陸太田市立瑞竜中学校 養護教諭 小森 未貴 先生
北茨城市立精華小学校 栄養教諭 鈴木あゆみ 先生

※写真は左から、小森先生、鈴木先生、杉山先生、加藤先生、千葉先生、須藤先生

オンラインで生徒に熱く語りかける先生


